
水　

稲

農家のため
の

最新情報

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　

―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、9
月
18
日（
金
）ま
で
に
各
支
店
へ
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
分
析
結
果
は
10
月
中
旬
頃
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

g

能
な
限
り
落
水
時
期
を
遅
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

・
登
熟
期
に
高
温
が
続
く
と
白
未
熟
粒
が
発
生

し
、
品
質
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

 
ポ
イ
ン
ト

①
早
期
に
落
水
す
る
と
、
登
熟
不
良
に
よ
り
胴

割
粒
、
未
熟
粒
等
が
増
加
し
て
外
観
品
質
が

低
下
す
る
と
と
も
に
、
玄
米
中
の
タ
ン
パ
ク

質
含
有
率
が
高
ま
り
食
味
も
低
下
し
ま
す
。

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
に
支
障
が
な
い
範
囲
で
落

水
時
期
を
遅
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
遅
め

の
落
水
は
高
温
年
に
お
け
る
白
未
熟
粒
の
発

生
な
ど
の
高
温
障
害
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。

②
落
水
の
目
安
は
収
穫
の
５
〜
10
日
前
で
、
水

田
の
乾
湿
、
降
雨
状
況
を
加
味
し
て
加
減
し

て
く
だ
さ
い
。

●
収
穫

・
高
品
質
良
食
味
米
の
生
産
に
は
適
期
収
穫
が

不
可
欠
で
す
。

・
早
刈
り
は
、
青
米
や
未
熟
粒
の
増
加
や
収
量

低
下
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
逆
に
、
刈
り
遅

れ
は
、
着
色
粒
や
胴
割
粒
が
増
加
し
て
品
質

低
下
を
招
き
ま
す
。
ま
た
、
倒
伏
を
助
長

し
、
収
穫
作
業
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通

算
使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬

は
農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期

に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
）
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

良
質
米
に
仕
上
げ
て

　

い
よ
い
よ
極
早
生
品
種
か
ら
収
穫
を
迎
え
ま

す
。
Ｊ
Ａ
の
栽
培
ご
よ
み
で
は
、
６
月
５
日
田

植
え
で
左
記
を
収
穫
予
定
日
と
し
て
い
ま
す

が
、
生
育
状
況
を
見
て
適
期
刈
り
取
り
を
励
行

し
て
く
だ
さ
い
。

(

６
月
５
日
田
植
え
の
場
合)

※

キ
ヌ
ヒ
カ
リ
▽
９
月
７
日
〜
13
日

※

き
ぬ
む
す
め
▽
９
月
20
日
〜
30
日

※

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
▽
９
月
25
日
〜
10
月
５
日

※

に
こ
ま
る
▽
９
月
28
日
〜
10
月
８
日

●
登
熟
期

・
登
熟
初
中
期
は
、
デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
が
盛
ん

な
時
期
な
の
で
、
間
断
か
ん
が
い
を
行
い
可

市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

 

ポ
イ
ン
ト

①
収
穫
適
期
は
、
黄
化
し
た
籾
割
合
が
85
〜

90
％
程
度
に
な
っ
た
頃
を
目
安
と
し
ま
す
。

②
多
肥
栽
培
で
は
、
茎
葉
や
穂
軸
は
青
く
て
も

籾
は
成
熟
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
や
せ
地

な
ど
で
は
、
茎
葉
や
穂
軸
が
黄
化
し
て
も
籾

は
熟
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
茎
葉

の
色
だ
け
で
収
穫
適
期
を
判
断
せ
ず
、
籾
の

黄
化
具
合
で
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　
和
歌
山
県
で
８
月
中
旬
、
県
北
部
お
よ
び
中

部
で
の
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
発
生
に
伴
い
、
病

害
虫
発
生
予
察
注
意
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
も
平
年
よ
り
多
い
発
生
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
防
除
対
策
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
防
除
対
策
】

①
早
生
品
種
な
ど
収
穫
適
期
を
迎
え
た
圃
場

は
、
速
や
か
に
収
穫
す
る
。

②
圃
場
ご
と
に
発
生
状
況
を
確
認
し
、
適
期
に

日 月 火 木 金 土
10月

水

4
11
18
25

5
12

26

6
13

27

7
14
21

1
8
15
22

2
9
16
23

3
10
17
24

28 29 30 31 
2019

日 月 火 木 金 土
9月

水

6
13
20
27

7
14

28

1
8
15

29

2
9
16
23

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

30 
敬老の日

2221
秋分の日

ruccola

ルッコラ

※番号 =解説の作業時期をあらわしています。

準備から収穫までの目安　
約 2ヶ月

イラスト／『家の光』2014 年 1月号「家庭園芸」から引用

害虫防除5

種まき2

　少量なら、葉をかき取っ
て収穫しましょう。

追肥3

　ルッコラは葉や葉柄はもろくて折れやすいので注意
しながら収穫しましょう。

元肥入れ1
１㎡当たり
●肥料（元肥）…完熟堆肥（３握り）・油粕（大さじ５杯）・
　燐加安44号（大さじ３杯）
　元肥はあらかじめ畑全体に耕し込んでおきます。

間引き
　草丈が４～５㎝のころ、3.5㎝間隔に間引き、７～８㎝
のころ、10㎝間隔に間引きます。

9月 10月 11 月
上 中 下 上 中 下 上 中 下

1 2 3 6 6

4 4

5 5

○畝まきの場合（１㎡当たり）
●肥料（追肥）…燐加安44号（大さじ３杯）
　草丈が５～６㎝のころ、列の間にばらまき、竹べらな
どで土に混ぜ込みます。

○溝まきの場合（畝の長さ１ｍ当たり）
●肥料（追肥）…燐加安44号（大さじ２杯）
　畝間にばらまいて、鍬で耕し込みます。

●アブラムシ・カブラハバチ・キスジノミハムシ
　農薬：モスピラン顆粒水溶剤　４０００倍
　収穫７日前まで使用可能　使用回数　１回

　葉の長さが15㎝以上に伸
びたら収穫しましょう。

収穫6

　少量なら鉢植え栽培をしましょう。

○溝まき
　鍬幅の溝を作り軽く押さえ、2㎝間隔でばらまきます。
畝まきと同様の厚みで覆土します。

○畝まき
　まき溝を作り、1～1.5㎝間隔で条まきをし、0.5～0.7
㎝程度で覆土します。

4

【防除体系】

〈追加防除〉

９月 １０月10 日 20 日

晩生
スタークル（顆）散布

中生
トレボン（乳）散布

晩生
トレボン（乳）散布

※防除薬剤が株元までしっかりかかるように散布してください！

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の

　
発
生
予
察
注
意
報
が

　
　
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

薬
剤
防
除
を
行
う
。

※

防
除
方
法
は
左
記
の
と
お
り
。

0809



レ
タ
ス

レ
タ
ス

レ
タ
ス

レ
タ
ス

レ
タ
ス

レ
タ
ス

レ
タ
ス

レ
タ
ス

レ
タ
ス

レ
タ
ス

レ
タ
ス

レ
タ
ス

レ
タ
ス

キ
ャ
ベ
ツ・ハ
ク
サ
イ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

青
ネ
ギ

ダ
イ
コ
ン

●
育
苗

▽
播
種
後

　

日
焼
け
防
止
の
た
め
寒
冷
紗
等
で
被
覆
し
、

プ
ラ
グ
ト
レ
イ
の
７
割
程
度
が
発
芽
し
た
頃
に

除
去
し
ま
す
。
除
去
が
遅
れ
る
と
苗
が
徒
長

し
、
軟
弱
に
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 

灌
水

　

本
葉
が
出
る
ま
で
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ

う
。
過
度
の
灌
水
は
、
苗
を
徒
長
さ
せ
る
た
め

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
プ
ラ
グ
育
苗
の
場
合
、

ト
レ
イ
の
端
が
乾
き
や
す
い
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

 

液
肥

　

播
種
10
日
頃
か
ら
生
育
を
見
な
が
ら
、
液
肥

を
1000
倍
で
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
播
種
時

・
プ
リ
ン
ス(

粒) 　

20
〜
30
ｇ
／
ト
レ
イ
〔
１

回
〕※

ハ
ク
サ
イ
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
は

▽
播
種
覆
土
後

・
ミ
ネ
ク
ト
デ
ュ
オ(

粒) 　

40
ｇ
／
ト
レ
イ

〔
１
回
〕

▽
育
苗
期
後
半
〜
定
植
当
日

・
べ
リ
マ
ー
ク
Ｓ
Ｃ　

400
倍
（
0.5
ℓ
灌
注
／
ト

レ
イ
）
〔
１
回
〕

＊
ミ
ネ
ク
ト
デ
ュ
オ(

粒)

と
べ
リ
マ
ー
ク
Ｓ

Ｃ
は
併
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
定
植
前
日
〜
当
日(

根
こ
ぶ
病
対
策)

・
ラ
ン
マ
ン(

フ) 　

500
倍(

２
ℓ
灌
注
／
ト
レ

イ)

〔
１
回
〕

●
定
植

　

苗
の
大
き
さ
が
、
本
葉
３
〜
４
枚
の
頃
が
定

植
適
期
で
す
。
老
化
苗
は
、
活
着
が
悪
く
生
育

不
良
の
原
因
と
な
る
た
め
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　

25
〜
30
日
苗
を
定
植
し
ま
す
。

※

ハ
ク
サ
イ

　

18
〜
20
日
苗(

若
苗)

で
の
定
植
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

●
施
肥

　

や
む
を
得
ず
老
化
苗
を
定
植
し
た
場
合
や
活

着
不
良
の
場
合
は
、
定
植
３
〜
４
日
後
に
、
千

代
田
472(

40
㎏
／
10
ａ)

を
植
筋
に
施
用
し
、
初

期
生
育
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

●
播
種

　

プ
ラ
グ
ト
レ
イ
に
与
作
Ｎ
15
を
土
詰
め
し
播

種
し
た
あ
と
、
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
等
で
覆

い
、
灌
水
し
て
く
だ
さ
い
。

　

発
芽
ま
で
は
一
定
の
温
度
を
保
ち
、
発
芽
後

は
寒
冷
紗
等
で
日
よ
け
を
行
い
ま
す
。
育
苗
期

間
中
に
降
雨
が
あ
る
場
合
は
、
ト
ン
ネ
ル
等
で

被
覆
し
、
で
き
る
だ
け
雨
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
定
植

　

本
葉
３
〜
４
枚
の
苗
を
、
根
鉢
を
崩
さ
な
い

よ
う
に
浅
植
え
に
し
ま
す
。
苗
に
は
植
え
付
け

前
日
に
、
十
分
に
灌
水
を
し
て
お
く
と
根
鉢
を

崩
す
こ
と
な
く
定
植
が
で
き
ま
す
。

　

育
苗
日
数
が
長
く
な
り
、
根
巻
き
し
て
い
る

場
合
は
根
を
ほ
ぐ
し
て
定
植
し
ま
し
ょ
う
。
た

だ
し
、
老
化
苗
を
植
え
る
と
活
着
が
遅
れ
、
よ

い
玉
の
収
穫
が
望
め
な
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

●
除
草

　

定
植
直
前
に
10
ａ
当
た
り
、
ト
レ
イ
フ
ァ
ノ

サ
イ
ド(

乳)

200
〜
300
㎖
を
水
100
ℓ
に
溶
か
し
、

土
壌
表
面
に
散
布
し
ま
す
。

●
作
型

　

青
首
ダ
イ
コ
ン
で
は
、
年
内
収
穫
、
年
明
け

収
穫
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
作
型
で
も
若

ど
り
が
大
切
で
す
。
適
期
収
穫
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

●
施
肥

　

施
肥
、
と
り
わ
け
追
肥
は
分
け
て
施
用
す
る

ほ
ど
、
若
々
し
い
ダ
イ
コ
ン
に
な
り
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

◎
黒
斑
細
菌
病

　

黒
斑
細
菌
病
は
、
土
中
で
１
年
以
上
生
き
て

い
ま
す
。
土
が
第
１
次
伝
染
病
源
と
な
っ
て
、

土
壌
と
空
気
か
ら
伝
染
し
ま
す
。
高
温
多
雨
の

年
に
多
発
す
る
の
で
予
防
散
布
に
重
点
を
置
い

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
発
病
は
肥
料
切
れ
や
風

雨
・
霜
に
よ
り
生
じ
た
傷
口
か
ら
感
染
し
ま
す
。

▽
10
月
上
旬

・
カ
セ
ッ
ト(

水) 　

1000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

▽
10
月
中
旬　

※

年
内
ど
り
品
種

・
マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド　

750
〜
1000
倍
〔
14
日
／
３

回
〕

◎
テ
ッ
ポ
ウ
虫(
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ)

　

ダ
イ
コ
ン
の
根
部
に
小
さ
な
穴
を
開
け
る
害

虫
で
す
。
こ
の
虫
は
、
幼
虫
に
な
っ
て
土
の
深

い
と
こ
ろ
で
越
冬
し
、
７
〜
８
月
に
土
中
で
蛹

に
な
り
、
10
日
程
度
で
蛾
に
な
り
ま
す
。
こ
の

蛾
が
ダ
イ
コ
ン
の
株
元
に
卵
を
生
み
、
卵
は
10

日
〜
３
週
間
で
ふ
化
し
食
害
し
ま
す
。

▽
播
種
時

・
フ
ォ
ー
ス(

粒) 　

６
〜
９
㎏
／
10
ａ
〔
全
面

土
壌
混
和
〕

　

耕
種
的
防
除
で
は
、
有
機
と
名
の
つ
く
肥
料

の
追
肥
は
絶
対
に
施
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
白
さ
び
病(

ワ
ッ
カ
症)

　

多
発
園
で
は
チ
ッ
ソ
肥
料
を
減
ら
す
と
と
も

に
、
土
壌
消
毒
及
び

・
ダ
コ
ニ
ー
ル
1000　

1000
倍
〔
45
日
／
３
回
〕

ま
た
は

・
ラ
ン
マ
ン(

フ) 　

2000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

を
間
引
き
直
後
に
１
回
目
、
そ
の
10
日
後
に
２

回
目
、
そ
の
10
日
後
に
３
回
目
の
散
布
を
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
と
き
地
際
部
ま
で
濡
れ
る
よ
う

に「
た
っ
ぷ
り
」と
散
布
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
定
植

　

畝
幅
120
〜
130
㎝
に
４
条
植
え
に
し
ま
す
。

　

苗
を
15
㎝
ぐ
ら
い
に
切
り
つ
め
、
株
間
12
〜

15
㎝
毎
に
１
カ
所
に
つ
き
８
〜
13
本
で
植
え
付

け
ま
す
。
定
植
後
は
、
浅
植
え
に
す
る
と
と
も

に
十
分
灌
水
を
行
い
、
活
着
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

▽
定
植
前
日
〜
定
植
時

◎
ス
リ
ッ
プ
ス
・
ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

・
ス
タ
ー
ク
ル(

顆
）　

50
倍(

0.5
ℓ
灌
注
／
箱)

〔
１
回
〕

モ
モ

イ
チ
ジ
ク

カ
キ

ミ
カ
ン

　

９
〜
10
月
は
貯
蔵
養
分
を
蓄
え
る
時
期
で

す
。
土
作
り
に
よ
り
、
樹
体
の
維
持
・
向
上
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

●
土
作
り

・
完
熟
堆
肥(

2000
㎏
／
10
ａ)

ま
た
は

・
新
ふ
り
か
け
堆
肥
e
c
o(

200
㎏
／
10
ａ)

・
苦
土
セ
ル
カ
フ
ミ
ン(

120
㎏
／
10
ａ)*

各
年

●
夏
期
剪
定

　

秋
季
に
樹
体
内
養
分
を
蓄
積
す
る
前
に
、
不

要
な
立
ち
枝
や
徒
長
枝
を
切
除
す
る
こ
と
で
樹

勢
を
落
ち
着
か
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
側
枝
へ
の
日
当
た
り
が
よ
く
な
り
花
芽
や

葉
芽
が
充
実
し
ま
す
。
た
だ
し
、
樹
勢
の
弱
い

樹
で
は
、
ま
す
ま
す
樹
勢
を
弱
ら
せ
る
こ
と
と

な
る
た
め
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
コ
ス
カ
シ
バ

　

幼
虫
が
幹
や
枝
の
樹
皮
を
食
害
す
る
害
虫
で

す
。
加
害
さ
れ
た
樹
は
、
樹
勢
が
弱
ま
り
枯
死

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
薬
剤
散
布
は
、
樹
幹

部
及
び
主
枝
に
丁
寧
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
Ｍ　

200
倍
〔
60
日
／
2
回
〕

　

引
き
続
き
適
期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
収
穫

　

収
穫
は
果
実
温
の
上
が
ら
な
い
早
朝
に
行

い
、
熟
度
を
確
か
め
な
が
ら
果
実
の
つ
け
根
の

部
分
を
持
っ
て
丁
寧
に
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
雨
の
日
の
収
穫
果
実
は
カ
ビ
や
傷
み
の

発
生
が
多
く
な
る
た
め
、
注
意
し
て
選
果
選
別

し
ま
し
ょ
う
。

　

適
熟
果
の
目
安
は
、
果
実
の
重
み
で
下
重

し
、
耳
た
ぶ
く
ら
い
の
硬
さ
の
果
実
で
す
。

●
わ
き
芽
か
き

　

わ
き
芽
が
伸
び
す
ぎ
る
と
下
部
の
果
実
が
影

に
な
り
、
着
色
不
良
と
な
る
た
め
、
わ
き
芽
が

伸
び
る
前
に
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

●
灌
水

　

樹
勢
維
持
の
た
め
、
土
壌
の
乾
き
具
合
を
見

な
が
ら
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

一
度
に
多
く
の
灌
水
を
す
る
と
、
裂
果
や
糖
度

低
下
の
原
因
と
な
る
た
め
、
晴
天
が
続
く
場
合

は
３
日
間
隔
で
10
ａ
あ
た
り
3000
ℓ
を
目
安
に
灌

水
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

◎
さ
び
病

・
ア
ン
ビ
ル(

フ) 　

1000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

ま
た
は

・
ラ
リ
ー(

水) 　

2000
倍
〔
前
日
／
４
回
〕

◎
ハ
ダ
ニ
類

・
ニ
ッ
ソ
ラ
ン(

水) 　

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

ま
た
は

・
バ
ロ
ッ
ク(

フ) 　

2000
倍
〔
前
日
／
１
回
〕

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

・
ス
カ
ウ
ト(

フ) 　

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

ま
た
は

・
デ
ィ
ア
ナ
Ｗ
Ｄ
Ｇ　

5000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

　

９
月
に
入
る
と
早
生
の
着
色
期
に
入
り
ま
す
。

９
月
中
旬
に
シ
ル
バ
ー
マ
ル
チ
を
敷
設
し
ま
し
ょ
う
。

●
刀
根
早
生
の
摘
葉

　

収
穫
10
〜
15
日
前
よ
り
果
実
に
か
ぶ
さ
る
よ

う
な
葉
を
３
枚
程
度
摘
み
取
り
着
色
向
上
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

●
平
核
無
・
富
有

　

小
玉
・
傷
果
等
の
見
直
し
摘
果
と
摘
葉
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

▽
９
月
下
旬　

※

富
有
柿

◎
カ
メ
ム
シ
類

・
ス
タ
ー
ク
ル(

顆) 　

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
う
ど
ん
こ
病
・
炭
そ
病

・
ス
コ
ア(

顆) 　

3000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

　

台
風
や
秋
雨
で
降
雨
が
続
い
た
場
合
、
炭
そ

病
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
炭
そ
病
は
、
は

じ
め
に
黒
い
斑
点
が
現
れ
、
し
だ
い
に
病
斑
が

拡
大
し
て
指
で
押
し
た
よ
う
に
少
し
く
ぼ
ん
だ

直
径
１
㎝
く
ら
い
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。
発

病
し
た
果
実
は
落
下
し
や
す
く
、
成
熟
間
際
の

果
実
で
は
早
く
着
色
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
気

象
に
注
意
し
て
薬
剤
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

　

極
早
生
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

●
樹
上
選
果

　

極
早
生
の
中
で
も
早
熟
系
統
の
品
種
の
収
穫

が
９
月
下
旬
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
収
穫
前
に
、

品
質
の
劣
る
日
焼
け
果
や
傷
果
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
減
酸
が
極
め
て
早
く
進
み
ま

す
の
で
、
適
期
収
穫
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
仕
上
げ
摘
果

　

早
生
・
中
晩
生
種
に
つ
い
て
は
、
品
質
の
仕

上
げ
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
仕
上
げ
摘
果
や
低

品
質
果
実
を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

◎
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
・
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ

・
チ
ャ
ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ

▽
９
月
中
旬
ま
で

・
ダ
ニ
ゲ
ッ
タ
ー(

フ) 　

2000
倍
〔
前
日
／
１
回
〕

◎
浮
皮
軽
減
対
策

　

秋
季
の
高
温
や
多
雨
は
、
浮
皮
の
発
生
を
助

長
し
ま
す
。
園
内
が
多
湿
に
な
ら
な
い
よ
う
風

通
し
を
良
く
す
る
と
共
に
、
バ
イ
カ
ル
テ
ィ
1000

倍
〔
３
回
以
内
〕
を
防
除
の
際
に
加
用
し
ま

し
ょ
う
。

◎
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ

・
サ
ル
フ
ァ
ー
ゾ
ル　

400
倍
〔
随
時
〕

◎
貯
蔵
病
害

・
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ(

水) 　

2000
倍
〔
前
日
／
５
回
〕

ま
た
は

・
ベ
ン
レ
ー
ト(

水) 　

4000
倍
〔
前
日
／
４
回
〕

ま
た
は

・
ベ
フ
ラ
ン(

液)

25　

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

＊
収
穫
１
週
間
前
に
散
布
す
る
こ
と
で
予
防
効

果
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
ベ
フ
ラ
ン
は
、
多
湿
園
で
は
着
色
ム
ラ
を
生

じ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
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お問い合わせは、
JAわかやま各支店窓口または
渉外担当者まで

まで

価格安定基金が次の通り交付されましたのでお知らせします。

　野菜価格安定基金とは、産地と県および国が一定割合で資金を造
成し、野菜の市場価格が基準額を下回った際に生産者に交付するこ
とで、農業経営に及ぼす影響を緩和する制度です。
　JAは、農業所得の安定を図るために加入しています。

野菜移植機レンタルサービスの詳しい利用方法・利用規約については、お気軽にお問い合わせください。

野菜移植機レンタルサービス野菜移植機レンタルサービス
申し込み受付中!!

利用料
野菜移植機（半自動・往復２条植え）
5,000 円（税込）/１日
※回送・洗浄・メンテナンス費を含みます。 

ＪＡわかやまの組合員

レンタル利用対象者

利用時間の単位は1日（8:30～17:00）です。

利用時間

お願い

レンタル農機は組合員皆さまの資産です。
適正な使用を心掛けてください。

西部営農センター ☎４８０－３４５０
中央営農センター ☎４７１－０１０２

北部営農センター ☎４６４－４５６０
南部営農センター ☎４４４－０３９０

　近年、環境保全問題に対する社会の関心が高まる中で、不要農
薬による危被害防止と産業廃棄物としての農薬の適正・確実な処
理・処分を行うため、下記のとおり廃棄農薬の回収を行います。
　ご希望の方は、注意事項を厳守のうえ、回収場所に持ち込みを
お願いします。

注意事項
①廃棄農薬は、当JAからの購入分に限らせていただきます。
②廃棄農薬は、破れ・破損等により流出・飛散しないよう密封
し、ご持参下さい。

③回収日以外はお引き受けできません。
④回収処理代金は、現金または貯金振替となります。
⑤廃棄農薬の持ち込みの際、委任状に住所・氏名をご記入いた
だき、認印を押印していただきますので、印鑑を必ずご持参
下さい。委任状は営農センター窓口にご用意しています（産
業廃棄物処理に関する権限の委任に使用します）。

令和2年11月9日(月)・10日(火)・11日(水)
※指定日以外は受付不可です。

8:30～15:00

西部営農センター・北部営農センター
中央営農センター・南部営農センター
東部営農センター（10月12日オープン）

廃棄農薬の
回収について

（
予
告
）

回収日（予定）

時　間

回収場所

農薬によって異なりますので、上記回収場所
にお問い合わせください。　

処理費用

ブロッコリー

シュンギク

コマツナ

秋冬ダイコン

秋冬ハクサイ

冬キャベツ

ホウレンソウ

合計

1,185,981

1,732,063

1,071,044

35,261,000

17,571,797

35,027,267

94,000

91,943,152

6月24日

6月24日

6月24日

7月30日

7月30日

7月30日

7月30日

92

26

46

56

135

289

30

674

品  目 入金日交付金額（円） 件数

野菜価格安定基金 交付実績野菜価格安定基金 交付実績
2020年度

（対象販売期間 １月～３月）

1213 ●エノキタケ
●好調運です。自分の意見を積極的に周囲に伝えて。明るい光が見えてきます。予定は細かく決めない方が◎。

幸運を呼ぶ食べ物●筋トレなど目的を絞っての運動がお勧め。
全体運
健康運

牡牛座
4/20 ～5/20 ●カボチャ

●気がせいてもいつものペースを守って正解。相手が動いてから動いた方があなたの良さをアピールできます。
健康運 幸運を呼ぶ食べ物●リフレッシュタイムを多めに取って。
全体運牡羊座

3/21～4/19
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